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当社は国連が提唱する維持可能な開発目標（SDGs）に賛同し、事業活動を通じて、
豊かな未来の実現に貢献してまいります。 

今回、当社が[SDGs宣言]したのは下記のような理由によります。 

Ⓐ　約２年前に発刊した拙著第2作目「積小為大　私のインテリア自分史」の中で記
述した[節目の創立30周年を迎えて]で、すでに対応発表していること。特にエシカル
消費（インテリア）研究会の参加より、SDGs対応を決意しました。 

Ⓑ　私の座右の銘[積小為大]はすでにご存知の二宮尊徳翁の訓えの１つですが、人と
の調和、自然との調和からの考え方をベースにした尊徳思想は、現在のSDGs（持続
可能な開発目標）に通じるものが根底にあり、まさに時代を先取りしていたかのよう
であった、と私は推測いたしました。（後日二宮尊徳記念館へ確認済） 

社長のつぶやき　｜　President's tweets

株式会社ユザワ　SDGs宣言 

－〔二宮尊徳翁SDGsを先取りか？〕－

～先ずはSDGsの勉強（入門）から～



Ⓒ　取引先、金融機関より、SDGsを進めることが将来的に当社の利益につながり、
かつ企業価値も高まると勧められたため。 

SDGsに対する社会的機運は急速に高まっており、今後選ばれる・生き残る企業とな
るためにはSDGsへの取り組みを進めることが避けて通れない重要な課題の１つでも
あると決断しました。 
そして日頃大変お世話になっている足利銀行様に一番乗りで申込み、その宣言書の作
成をサポートいただいた次第です。 



当社のSDGs達成に向けた重点的取組み 

Ⓐ　社会貢献・地域貢献 
　　地元での情報力を活かして環境・社会と調和した事業開発を目指し、地域 
　　経済に貢献します。 
　　 
Ⓑ　人権・労働 
　　女性活躍の場の拡大を図り、性別にかかわらず能力が発揮できる職場環境を 
　　つくります。 

Ⓒ　製品・サービス 
　　幅広いネットワークを活かし、地域企業や社会の課題解決につながる製品・ 
　　サービスの提供に努めます。 
　　 
Ⓓ　組織体制 
　　企業としての社会的責任を認識し、CSR方針に沿った各種取り組みを実施 
　　します。 

【10年後も100年後も、地球上で人類が発展できるかを考える】 

持続可能な開発目標が表すもの 

Ｓ　Sustainable(サステナブル)＝維持可能な 
地球環境を維持・改善し、将来の世代まで「よい状態」が続くようにする 

D　Development(ディベロプメント)＝開発 
経済・社会・環境がよりよくなるよう、発展・成長していく 

Gs　Goals(ゴールス)＝目標 
世界中のさまざまな問題を解決し、維持可能な開発を実現するための17の目標 



17の目標で、2030年までにあらゆる課題の解決を目指す 
SDGsの17目標 
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